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学部・研究科等の現況分析結果 

 

 学部・研究科等の教育に関する現況分析結果（概要） 教育 0-1 

1. ○○学部 教育 1-1 

2. ○○研究科 教育 2-1 

3. △△学部 教育 3-1 

4. △△研究科 教育 4-1 

5. □□法学部 教育 5-1 

6. □□研究科 教育 6-1 

7. ◎◎学部 教育 7-1 

8. ◎◎研究科 教育 8-1 
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学部・研究科等の教育に関する現況分析結果（概要） 

 

学部・研究科等 教育活動の状況 教育成果の状況 質の向上度 

○○学部   
 

 

○○研究科  
 

 
 

△△学部  
 

 
 

△△研究科  
 

 
 

□□学部   
 

 

□□研究科  
 

 
 

◎◎学部  
 

 
 

◎◎研究科 
 

 
 

 

 
注目すべき質の向上 

（○○学部） 

  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
（□□学部） 

  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
（◎◎研究科） 

  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
 

 

※「研究」についても上記と同様に、「現況分析結果（概要）」について記載する。 

学部・研究科ごとに、分析項目、
質の向上度の判定結果を記載

学部・研究科ごとに「注目すべき質の向上」に
記載された内容を転載 

① 

② 

現況分析結果の「概要」を追加 
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○○学部 

 

 Ⅰ 教育の水準 ........................................ 教育 1-2 

 

 Ⅱ 質の向上度 ........................................ 教育 1-○ 

 

教 育 
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I 教育の水準（分析項目ごとの水準及び判断理由） 

 

1. 教育活動の状況 

［判定］ 

期待される水準○○○○ 

 

［判断理由］ 

 「教育実施体制」については、～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

～～～～～～～～～～～ことから、期待される水準○○○○と判断される｡ 

 「教育内容・方法」については、～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

～～～～～～～～～～～ことから、期待される水準○○○○と判断される｡ 

 以上の点について、○○学部の目的・特徴を踏まえつつ総合的に勘案した結果、教育活

動の状況は、○○学部が想定している関係者の「期待される水準○○○○」と判断される。 

 

 

2. 教育成果の状況 

［判定］ 

期待される水準○○○○ 

 

［判断理由］ 

 「学業の成果」については、～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

～～～～～～～～～～ことから、期待される水準○○○○と判断される｡ 

 「進路・就職の状況」については、～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

～～～～～～～～～～ことから、期待される水準○○○○と判断される｡ 

 以上の点について、○○学部の目的・特徴を踏まえつつ総合的に勘案した結果、（特に、

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ことから、）教育成果の状況は、

○○学部が想定している関係者の「期待される水準○○○○」と判断される。 

分析項目の判定の判断理由として、観点ごとに、

判定の根拠となった実施状況や成果等と、観点

の判定を記述 

分析項目の判定が「大きく上回る」
の場合には、その理由を記述 

観点 

観点の判定



5 
 

II 質の向上度 

 

1．質の向上度 

［判定］ 

○○○○○○○○○○ 

 

［判断理由］ 

 教育の活動について、～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～。 

教育の成果について、～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～。 

これらに加え、第１期中期目標期間の現況分析における教育の水準の結果も勘案して、

総合的に判断した結果、「○○○○○○○○○○」と判断される。 

 

 

2．注目すべき質の向上 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ことは、注目される。 

 

 

 

  

質の向上度の判定の判断理由として、分析項目ご

とに、判定の根拠となった質の向上の内容を記述

注目すべき質の向上がある場合は、

その内容を記述 

分
析
項
目 

③ 
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○○学部・○○研究科 

 

 Ⅰ 研究の水準 ........................................ 研究 1-2 

 

 Ⅱ 質の向上度 ........................................ 研究 1-○ 

 

研 究 
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I 研究の水準（分析項目ごとの水準及び判断理由） 

 

1. 研究活動の状況 

［判定］ 

期待される水準○○○○ 

 

［判断理由］ 

 「研究活動の状況」については、～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

～～～～～～～～ことから、期待される水準○○○○と判断される｡ 

 以上の点について、○○学部・○○研究科の目的・特徴を踏まえつつ総合的に勘案した

結果、研究活動の状況は、○○学部・○○学研究科が想定している関係者の「期待される

水準○○○○」と判断される。 

 

 

2. 研究成果の状況 

［判定］ 

期待される水準○○○○ 

 

［判断理由］ 

 「研究成果の状況」については、学術面では、～～～～～～～～～～～～～～～～～～

の～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～であり、

社会、経済、文化面では、～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

～～～～～～～～～～～～～～ことから、期待される水準○○○○と判断される｡ 

なお、○○学部・○○研究科の専任教員数は○人であり、提出された研究業績数は○件

であった。 

学術面では、○件の研究業績が提出され、研究業績水準判定組織の専門委員が各研究業

績の水準を判定（延べ○件）した結果、判定結果の○割が「SS」、○割が「Ｓ」であった。 

社会、経済、文化面では、○件の研究業績が提出され、研究業績水準判定組織の専門委

員が各研究業績の水準を判定（延べ○件）した結果、判定結果の○割が「SS」、○割が「Ｓ」

であった。 

以上の点について、○○学部・○○研究科の目的・特徴を踏まえつつ総合的に勘案した

結果、研究成果の状況は、○○学部・○○研究科が想定している関係者の「期待される水

準○○○○」と判断される。 

観点の判定の根拠となった、実施状況や成果等
を、学術面及び社会、経済、文化面ごとに記述

研究業績水準判定結果の概要（提出された研究業績数、「SS」「Ｓ」

と判定された割合）を、学術面及び社会、経済、文化面ごとに

記載。 

④ 

分析項目の判定の判断理由として、観点の判定

の根拠となった実施状況や成果等と、観点の判

定を記述 

観点 

観点 

観点の判定

観点の判定
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II 質の向上度 

 

1．質の向上度 

［判定］ 

○○○○○○○○○○ 

 

［判断理由］ 

 研究の活動について、～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～。 

 研究の成果について、～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～。 

これらに加え、第１期中期目標期間の現況分析における研究の水準の結果も勘案して、

総合的に判断した結果、「○○○○○○○○○○」と判断される。 

 

 


